
令和５年度学校評価・関係者評価 江別市立江別太小学校

経
営
の
重
点

カリキュラムの弾力的
な運用

Ａ

分
野

評価目標

学校の自己評価 学校関係者評価

達成
状況

成果 課題 改善の方策 意見

○特別支援Coを中心に
教育委員会、SSW、医
療機関等とも連携し、で
きる限りの対応を行う
ことができた。

●低学年のうちから保護者
との関わりや医療、カウン
セラーとのかかわりなど、
コーディネーターと協力し
ながら継続していく。

・中学校の定期テストと
連携した家庭学習強化
週間の設定は大変良
い。

・小学校の夏冬休み学
習会に中学生がボラン
ティアとして参加し、小
学生に学習を教える活
動は大変素晴らしい。

・高学年が低学年のた
めに活動することは大
変有効である。引き続
き活動を進めてほし
い。

・引き続きグループを
細分化するなど指導体
制を工夫していってほ
しい。

・学校での評価はおお
むね妥当であると判
断。

新生活様式の定着と
規範意識・思いやりを
育む教育

Ａ

○主幹教諭や生徒指導
加配教諭、生活部、特別
支援Coが連携し、積極
的な指導に努めること
ができた。

●生徒指導においては積極
的な生徒指導の推進を、児
童理解においては、受容と
子どもに応じた指導方法の
共通理解を図る。

◎指導の共有化を図り、
様々な場面（朝の登校か
ら、廊下歩行、あいさつに
ついてなど）での一貫した
指導を推進。

◎長期休業中に振り返
るなどで対応する。ま
た、それらの記入・入力
がしやすい様式で進め
る。

○教育活動全体としては、
日々の授業も、期間限定・
集中的な行事も、組織的に
取り組むことができた。

●実施後の振り返りと
修正。（実施上の留意点
と資質能力を高めるた
めの手立て・取組の記
入。）

◎子どもの実態を把握でき
るような事例を担任が学習
して、子どもの実態を少し
でも見取りやすくする様な
場の設定。

日常の授業（ICT)に
直結する校内研修の
推進

Ａ

○ICT機器の利用に
よって、学習意欲向上に
つながる授業ができる
よう心がけていた。

●宿題や自学などの提
出が定着していない学
級もある。根気強く指導
していく必要がある。

◎今後はそれぞれの利
活用の仕方を共有でき
るように工夫する。

生きる力の基盤とな
る健やかな体をはぐ
くむ活動の工夫

Ａ

○保体部を中心に、朝
の30秒体力アップ等の
日常的な取組と体育の
授業や給食等を通じて
活動を進めた。

●毎朝の30秒体力アッ
プで、どこまで走力や持
久力などが向上してい
るかを見とれていない。

◎「すき間時間」を利用
して健やかな体をはぐ
くむことは可能。工夫し
て学校全体で取り組ん
でいく。

特別な支援を要する
子供の実態把握に基
づく手立ての工夫

Ａ

児童の抱える課題を
把握し、指導方法や指
導体制の工夫・改善を
図る

B

○算数少人数加配を活
用した指導方法や指導
体制の工夫・改善を進め
ることができた。

●工夫や改善を重ねて
きているが、思うように
効果が現れていない。

◎効果的な指導の共有
化と、記録化により、効
率よく指導に当たれる
ようにする。

基礎的・基本的な知識・
技能の習得や思考力・判
断力・表現力などの探究
的な能力とのバランスを
図った教育課程を編成

Ａ
○当初予定通り教育課
程を進行することがで
きた。

●見直しを進め、ある程
度整っては来ているが、
児童会や外部講師にお
願いして行っている出
前授業等の精選が必
要。

◎改善が必要な授業や
取組の洗いだしを行う。

◎学び方に関わる部分の
見直しと周知・徹底。朝の学
習時間（フレッシュタイム）
を効果的に活用し、主体的
に学習する態度を養う。

生
徒
指
導

「いじめは絶対に許さ
ない」という風土の醸
成

Ａ

○ふれあい班活動や集
会で、交流学年や学級と
関わりを深められて良
かった。

●ふれあい班の活動で
は、高学年の話し合いの
時間等が必要で負担が
大きい。

◎ふれあい班活動を含
めた児童会活動の精
選。

「生活目標」を生かし、
凡事徹底と全校の共
同歩調のもと具体的
に推進する

教
育
課
程
・
学
習
指
導

学び方（太小スタイ
ル）を徹底し、６年間
を通して主体的に学
習する態度を培う

Ａ

○わかるまで、できるま
でがんばっていると回
答している児童が多く、
学びに向かう姿勢や態
度は良い。

●我が子が主体的に学
習していると回答した
保護者は70％に届か
ず、回答の差異が現れ
ている。

B

○アンケートをもとに、
全教職員が足並みをそ
ろえて児童の指導に当
たるための指導事項の
共有ができた。

●挨拶返事をしっかり
するなどの凡事徹底が
しっかりとなされていな
い。

小
中
一
貫
教
育

他校種との実効的な
連携を計画的に進め
る。

Ａ

○各研究会とともに、小
中合同で行う行事など、
今年度の本格実施に向
けて作成したタイムスケ
ジュール通りに進めるこ
とができた。

●高学年中心となっている
中学校との連携を、低・中
学年とも共有して９年間を
見通した取組にするにはま
だ不十分。

◎引き続き全教職員が
足並みをそろえて組織
的に指導を進められる
よう、事ある毎にコミュ
ニケーションを図る。

◎全教職員で小中一貫
教育を推進していくた
めに、組織的な取組とな
るよう各校と連携して
すすめていく。

本校の６年間（中学校
との連携・接続）を見
通した家庭での学習
の取組

B

○江陽中校区３校が同時期
（中学校の定期テスト）に家
庭学習強化週間を実施し、
家庭と一体となって家庭学
習の充実をすすめることが
できた。

●家庭学習の習慣化に
向けて、低学年から定着
させていく必要がある。

◎発達段階に応じた家庭学
習の内容となるよう、手本
となる家庭学習の掲示を充
実させ、学校だより等にお
いて学習内容の例示等を
行っていく。


